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誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

７月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
へ
の
取
り
組
み
！

　

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
『
企

業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
セ
ミ

ナ
ー
』
に
お
い
て
、
女
性
の
能
力
活

用
に
努
め
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
活

躍
で
き
る
職
場
作
り
に
成
果
を
あ
げ

た
会
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
こ
の
会
社
の
労
働
環
境
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

こ
の
会
社
が
女
性
の
能
力
活
用
に

努
め
た
き
っ
か
け
は
、「
何
を
し
た

い
か
」
な
ど
の
目
的
意
識
の
は
っ
き

り
し
た
優
秀
な
女
子
社
員
が
、
育
児

や
介
護
な
ど
で
退
社
す
る
の
は
会
社

に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
で
あ
る
こ

と
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
優
秀
な
女
性

社
員
を
長
期
間
安
定
し
て
雇
用
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
か
ら

だ
そ
う
で
す
。
同
時
に
、
長
期
間
雇

用
し
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
で
入
社

し
て
か
ら
の
教
育
費
、
戦
力
に
な
る

ま
で
に
費
や
し
た
時
間
も
無
駄
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

取
り
組
み
に
お
い
て
重
要
な
の
は

「
相
手
に
そ
の
意
思
が
あ
る
こ
と
」

「
理
解
し
あ
え
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
」
で
す
。
お
互
い
が
理
解
し

あ
い
、
社
員
の
努
力
の
結
果
に
対
し

ト
ッ
プ
が
答
え
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
従
来
男
性
の
職
場

で
あ
っ
た
製
造
部
門
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
女
性
を
採
用
し
、
女
性
の
職

域
拡
大
を
図
っ
た
こ
と
、
人
事
評
価

制
度
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
女
性

管
理
職
の
積
極
的
な
登
用
を
行
っ
た

こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
人
材
発
掘
の
た
め
社
長
自
ら
社

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

な
ど
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

取
り
組
み
も
実
施
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
研
修
機
会
を
積
極

的
に
提
供
し
た
り
、
男
女
の
差
が
生

じ
な
い
同

一
評
価
シ

ス
テ
ム
を

採
用
す
る

な
ど
、
女

性
の
ハ
ン

デ
を
少
な

く
す
る
よ

う
な
機
会

を
多
く
導
入
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
製
造
現
場
で
働
く
女

性
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
ア
ッ

プ
す
る
ば
か
り
か
、
男
性
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
大
き
く
上
が
っ
た

そ
う
で
す
。

　

会
社
と
社
員
が
お
互
い
に
理
解
し

あ
う
な
か
、
自
分
の
能
力
を
公
平
に

評
価
さ
れ
る
職
場
で
、
私
た
ち
は
安

心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今

後
、
更
に
多
様
化
す
る
で
あ
ろ
う
労

働
環
境
に
、
柔
軟
に
対
応
し
、
男
女

が
と
も
に
活
躍
で
き
る
取
組
を
推
進

す
る
こ
の
会
社
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
へ
の
推
進
拠
点
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
月
喜
三
雄
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■お詫びと訂正

広報「いちかわみさと」８月号、
裏表紙の市川三郷プレミアム商品
券の協力店「鮮魚なかごみ」の表
記に誤りがありました。当事者、
および関係各位には多大なご迷惑
をおかけしましたことを、心より
お詫び申し上げます。（総務課広
聴広報係）

No.072�

■
販
売
価
格
等

【
価
格
】
５
０
０
円
（
送
付
希
望
の
場

合
、
送
料
は
購
入
者
の
ご
負
担
と
な
り

ま
す
）

※�

住
所
録
（
差
込
用
）
80
円
を
別
売
り

に
て
販
売
し
ま
す
。

※�

20
冊
よ
り
、名
入
れ
が
可
能
（
実
費
）

で
す
。
裏
表
紙
へ
金
文
字
で
印
刷
い

た
し
ま
す
。

※�

代
金
は
手
帳
引
渡
し
時
に
お
支
払
い

下
さ
い
。

■
申
込
方
法

　

電
話
に
て
町
企
画
課
企
画
政
策
係
ま

で
申
し
込
む
か
、
ま
た
は
注
文
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
次
の
申
込
先
へ
お
申

込
下
さ
い
。

※
注
文
書
は
役
場
（
本
庁
及
び
支
所
）

窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

　

①
～
④
の
い
ず
れ
か
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

①�

本
庁
舎
企
画
課
企
画
政
策
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
７
２
）
２
５
２
５

②�

三
珠
支
所
庶
務
係

　

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
４

③�

六
郷
支
所
庶
務
係

　

☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
１　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
６
（
32
）
２
８
８
７

④�

大
同
出
張
所

　

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
５
０
４　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
（
２
７
２
）
１
５
６
９

【
申
し
込
み
期
限
】

　

平
成
23
年
10
月
７
日
㈮

【
お
届
け
時
期
】

　

11
月
初
旬
（
予
定
）

注文冊数 名入れ 住所録

冊 冊 冊

名入れの場合の名称（     　　　　　  　　　　　　）

申
込
者

名前

住所
〒

電話 　　　　　（　　　　）　　　　　　（内線）　　

※手帳の引渡し場所（いずれか一つを○で囲む）
           本庁舎  ・  三珠庁舎  ・  六郷庁舎  ・  大同出張所

2012 年版　山梨県民手帳　注文書

●山梨行政区画地図
●日　記　行事予定表、ふるさとの祭り・行事
●郷土編　�郷土自慢、山梨県の位置、主要山岳、主要河川、主要湖沼、

甲府盆地をとりまく山々、高さ（山）と深さ（湖沼）くらべ、
山梨県の歌、緑のふるさと（県民愛唱歌）

●統計編　山梨県主要指標、統計でみる山梨のすがた
●名簿編　各種議員等名簿
●生活編　�暮らしの相談窓口、警察署一覧、市町村所在地等一覧、在県

主要官庁等、山梨県内公立図書館、美術館、文学館、博物館、
スポーツ施設、諸届けはこうして、計算単位換算表

●全国主要都市地下鉄路線図

【手帳の内容】

2012 年版
山梨県民手帳予約受付中

○サイズ：82mm × 145mm
○表　紙：ワイン色のレザー調

切
り
取
り
線

切り取り線
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今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

９
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

図書館・歌舞伎・碑林

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101
企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095
【三珠庁舎】
三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157
【六郷庁舎】
六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114
【市川保育所内】保育課保育係 055-240-4160
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0120-704-553 ←無料　055-272-7799

No.072
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 〜 11:30） 
　内　　　科　⇨　月〜金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月〜金
　泌 尿 器 科　⇨　月〜金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木・金（水・木
は午前のみ、金は第１・３・５週）

　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時〜４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は… ■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
９
月
21
日
㈬
役
場
三
珠
支
所
１

階
会
議
室
問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
９
月
12
日
㈪
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
９
月
13
日
㈫
六
郷
町
民
会
館
問
町

社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
９
月
12
日
㈪ 

14
時
〜
16

時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務

課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
９
月
13
日
㈫
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
９
月
６
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

No.072

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
診�療日：月曜（午前）/ 火曜（午後）/ 第

１木曜（午後）/ 金曜（午前）/ 土曜（午前）
※都合により９日㈮は休診します。
■整形外科
　９月は１日㈭午前、15 日㈭午前、
29日㈭午前が診察日です
【診療時間】

　午前９時〜正午  /  午後２時〜５時
【問い合わせ】

　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保老健係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
９

月
８
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁

舎
１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光

係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

図書館・歌舞伎・碑林

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■診療体制
月 火 水 木 金 土

午前 山田 × × 井山 山田 三澤

午後 × 河野 × 小俣 × ×

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106
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「レザークラフト展」あじさい市川教室
期間：9/13 ㈫ ～ 9/29 ㈭

　甲府市在住の井上豊子先生のもと、８人の会員でキ
ーホルダー、ペンケース等の小物からバックのような
大きなものまで革製品を作っています。革のもつ独特
の味わいを感じて頂けたらと思います。

No.072 12

教えて下さい！

新 書図着

『「踊る大捜査線」あの名台詞
が書けたわけ』
（君塚良一 / 朝日新聞出版） 

　ロングセラー「あらしのよるに」の世界からうまれた
絵本。おいらは、ほんとうにしんじられるともだちがほ
しいんだ。ほんとうに、たたかわなくてもいい友達がほ
しいんだ。「あらしのよるに」の主人公、オオカミのガ
ブが小さかったころを描いた感動の絵本。

　「事件は、現場で起きてるんだ！」青島刑事が言い放
った無念の名言。心を打つ言葉を絞り出して、たくさん
の人の心を共感に引き込む脚本家は、どういう修業をし
ながら、腕を磨いてきたのか。人気ドラマ作家誕生の秘
話を知ることができる一冊です。

■児童向け

■一般向け

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 19:00［土・日］9:00 〜 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

展示コーナー（本館）

あなたが読んで面白かった本、感動し
た本、心に残った本を教えて下さい。

あなたの 一冊
■本　　館ー [ 乳幼児 ] ９/22 ㈭ 11:00 〜 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 〜 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] ９/27 ㈫ 11:15 〜 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] ９/20 ㈫ 15:30 〜 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

　父親の雄大さや愛おしさ、
親子の絆が描かれた心あたた
まる感動する一冊です。出産
前後の方々にお薦めです。

（町内在住 /30 代 / タイヨウ）

『パパだいすき』
 （セバスチャン・ブラウン / 徳間書店）

わたしの
一冊

『ひとりぼっちのガブ』
（きむらゆういち・作

あべ弘士・絵 / 講談社）

▲ 8/2 六郷分館では図書館まつりで、おはなし会と工作教室を開催
しました。工作教室では新聞紙でエコバッグを作りました

募
集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

▶
７
月
26
～
29
日
ま
で
、
渡
辺
あ
す
か
さ

ん
（
増
穂
商
業
高
校
２
年
）
が
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
図
書
館
業
務
を
体
験
し
ま
し

た
。
渡
辺
さ
ん
は
「
図
書
館
は
貸
し
出
し

以
外
に
も
目
に
見
え
な
い
仕
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
右
）。

　

ま
た
８
月
３
～
４
日
に
は
伊
藤
三
温
さ

ん
（
三
珠
中
２
年
）
も
体
験
学
習
と
し
て

図
書
館
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

『ポニーテール』( 重松清 / 新潮社 )
『はじめての Word&Excel2007』（秀和システム）
『電気をつくろう！』（高橋隆雄 / 秀和システム）
『夜回り先生いのちの授業』（水谷修 / 日本評論社）
『九十歳。生きる喜び学ぶ楽しみ』（清川妙 / 海竜社）
『昭和二十年夏、子供たちが見た日本』（梯久美子 / 角川書店）
『ハッピー運動会 楽しさいっぱい種目集』（チャイルド本社）
『高校生レストランの奇跡』（岸川政之 / 伊勢新聞社）
『放射線・放射能がよくわかる本』（多田順一郎 / オーム社）
『自分を育てる読書のために』（脇明子 / 岩波書店）

はやく読みたい！ 新
着

（一般向き）
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９
月
４
日
（
日
）
は
市
川
三

郷
町
総
合
防
災
訓
練
で
す

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
だ
に
行
方
が
わ
か
ら
な
い
方
、

身
元
が
わ
か
ら
な
い
方
、
電
気
が
通

じ
て
い
な
い
街
、水
が
出
な
い
地
区
、

小
学
校
の
体
育
館
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
、ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
震
度
５
弱
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
揺
れ
が
あ
り

町
民
の
方
々
も
怖
い
思
い
を
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
電
力
不
足
に
伴

う
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
、
普
段
の

生
活
が
い
か
に
便
利
で
あ
り
が
た
い

も
の
か
痛
感
し
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

大
地
震
が
き
て
も
家
族
全
員
が
無

事
で
い
る
。
大
切
な
人
の
安
否
が
確

認
で
き
る
。
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
は
普
段
か
ら
の
備
え
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
必

要
な
の
は
防
災
訓
練
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
毎
年
防
災
訓
練
に
は

参
加
し
て
ま
す
か
？
ぜ
ひ
家
族
全
員

で
参
加
し
て
下
さ
い
。
東
海
地
震
に

万
全
で
備
え
ま
し
ょ
う
！
そ
し
て
家

族
全
員
が
無
事
で
い
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
の
訓
練
で
は
、
自
分
自
身
、

近
所
の
住
民
が
助
か
る
方
法
や
、
家

の
中
で
家
具
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い

方
法
な
ど
を
主
に
勉
強
し
ま
す
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
安
否
確
認
」「
被

害
状
況
報
告
」「
家
具
の
転
倒
防
止
」

の
３
つ
で
す
。

す
ぐ
に
で
き
る
地
震
対
策

「
家
具
の
固
定
」

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
5
時
46

分
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」、
平
成
16

年
10
月
24
日
午
後
5
時
56
分
「
新
潟

中
越
地
震
」
と
も
に
震
度
７
。
山
梨

県
で
も
、
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
の
想
定
と
同
規
模

で
す
。

　

こ
の
大
地
震
で
は
家
具
転
倒
、
ガ

ラ
ス
破
片
散
布
、
出
口
封
鎖
な
ど
で

多
く
の
被
害
者
が
出
ま
し
た
。
家
具

の
固
定
を
し
て
い
た
の
は
わ
ず
か

２
％
に
す
ぎ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

対
策
を
し
て
い
れ
ば
、
多
く
の
命
が

助
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
大
地
震
に
備
え
家
具
や
テ

レ
ビ
は
必
ず
固
定
し
ま
し
ょ
う
！

地
震
が
来
る
ぞ
！
さ
て
？
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に

お
知
ら
せ
す
る
緊
急
地
震
速
報
。
大

き
な
揺
れ
が
来
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

も
、
何
の
準
備
も
で
き
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
速
報
は
見
聞
き

し
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
く
る
ま
で
の

時
間
が
、
数
秒
か
ら
数
十
秒
。
そ
の

短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を

と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら

あ
わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る

訓
練
を
し
て
お
く
事
が
必
要
で
す
。

「１７１」という電話番号。
　これは、災害伝言ダイヤルの

番号です。災害発生時には、こ

のサービスを使って家族や友人

の安否確認ができます。

　災害時以外にも、防災週間

や毎月 １日などが体験利用日

になっており、この

サービスを体験す

ることもできますよ。

防
災
防
犯
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

あわててブレーキをかけない
ハザードランプを点灯し、揺れ
を感じたらゆっくり停止

ブロック塀の倒壊等に
注意。看板や割れたガ
ラスの落下に注意する

あわてて外に飛び出さ
ない。頭を保護し丈夫
な机の下などに隠れる

落石や崖崩れに注意

自宅では…

運転中は…

屋外では…
山や
崖付近では…


